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令和８年１０月２３日（金）、愛知県立こまき中学校で全校生徒１０名に防災講座を行いました。この学校は夜間中学で、日

本を始め外国にルーツのある生徒さんが通い、英語の通訳や先生の解説を受けながらの講座となりました。

まず、愛知県でも被害のあった伊勢湾台風、今年で発生から５０年の節目の迎えた９.１２豪雨災害、東海豪雨などの過去の水

害や令和８年千葉豪雨、令和８年９月名古屋市の大雨、台風２５号など最近の水害について学習しました。

講座は高潮の実験、ペットボトルを使った竜巻・雲をつくる実験、○✕クイズなど体験型で実施し、ＶＲによる浸水疑似体験

や伊勢湾台風ＡＩ語り部との対話体験、水防災ＡＩカードクイズを行いました。ＶＲでは、「凄かった」「洪水になったら、ど

ういう風になるのか分かった」とリアルな映像で水害の怖さを体験しました。ＡＩ語り部には「日本で一番被害の恐れのあると

ころは」「伊勢湾台風が来てからどのぐらい経ちましたか」「高潮って何ですか」などと英語でも質問をし、カードクイズでは

「楽しかった」「避難行動のクイズは最初が難しかった」などの感想がありました。また、小牧市のハザードマップを洪水だけ

ではなく、ため池についても確認しました。

今回の防災講座が生徒の防災意識向上に繋がりることを期待しています。なお、講座の様子は中日新聞に取材頂きました。
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